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いう 3条件すべてを満たす状況を回避すべきという提言が公表されたのが 2020年 2月
29日。（2） これら 3条件に「密閉」「密集」「密接」という名称があたえられ，まとめて
「3つの密」ということばができたのが 3月 18日。（3） 3条件が同時に重なった場を「3
つの密」と呼ぶ定義があたえられたのが 4月 1日。（4） 条件が 1つでもあれば「3つの密」






「3密」あるいは「3つの密」（1） は，日本の新型コロナウイルス感染症 （COVID-19） 対
策が重視してきたキャッチフレーズのひとつである。「密閉」（換気が悪い）「密集」（人
が多い）「密接」（近距離での接触） の 3つの条件によって特徴づけられる状況のことを
いう。英語では closed spaces （密閉空間），crowded places （密集場所），close-contact 
settings （密接場面） のような訳があたえられており，しばしば three Cs （3Cs） と表現さ
れている （対策本部 4月 7日「基本的対処方針」英語資料）。
社会全体で 3密への警戒を共有したことは，日本の COVID-19対策のポジティブな側



























































働省が「クラスター対策班」を組織している （西田 2020 : 35-39）。
この体制で収集した情報の検討を通じて，後の「3密」につながる仮説が形成されて
きた。しばしば言及されるのが，2月 26日までの日本の 110症例について屋内の閉鎖
環境 （closed environment） と屋外の open-air environment を対比した Nishiura et al. 
（2020） である。同様のデータを用いて湿度によって環境を区分した分析結果のグラフ
も知られており，クラスター対策班を率いていた押谷仁 （2020 : 21） の資料などで見る
ことができる。
専門家会議の記録には，人々が接触する場の環境的条件が感染確率を決めるとの意見
が散見される。たとえば専門家会議 2月 19日議事概要にはつぎのような発言がある :
「フェイス・トゥ・フェイスの状態にあるクルーズ船や屋形船でのリスクが高い」「近く
に行って長くいることが問題の本質」「職場の集会や飲み会等を注意すべき」。専門家会


































（厚生労働省 2月 29日 Q＆ A 問 12） 
この回答の下に載っていたグラフは，押谷 （2020 : 21） とおなじ数値による。ただし，「空
気のよどんだ閉鎖環境」（humid environment） とあったところが「換気の悪い環境」になっ
ている。










て，患者集団 （クラスター） が発生する可能性が示唆されます。（専門家会議 3
月 2日「見解」） 






















と ② がありますが ③ はあまりなされません。しかし，場合によっては③が重
なることがあります。
（専門家会議 3月 9日「見解」 4, 6頁） 
3条件が重ならない状況にも注意を促しているが，それは「何かのきっかけに 3つの条
件が揃うことがあ」るからである。たとえば満員電車は，①換気の悪い密閉空間に，②












た場） での行動を十分抑制していただくことが重要です。 （専門家会議 3月 19
日「状況分析・提言」7頁） 
この「状況分析・提言」中には「3つの密」ということばは出てこない。ただし，こ
の文書を決定した際の会議資料には，テレビ CM （厚生労働省 3月 19日動画） のサンプ
ルがあり，そこで「3つの「密」」という表現が使われている （専門家会議 3月 19日資
料 （参考資料 2））。また，会議に出席していた加藤勝信厚生労働大臣も「3つの密」と言っ















いる。3月 23日の首相官邸メールマガジンにもこのチラシが載っている （首相官邸 3月
23日ML）。厚生労働省からは，同様の内容の動画も配信された （厚生労働省 3月 19日
動画）。


















は多くが「密閉・密集・密接」の 3要素を持つ空間 （3密空間と勝手に命名） 
であったことも分かっています。
（忽那 2020） 








（専門家会議 4月 1日「状況分析・提言」8頁脚注 2） 
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 ・ 集団感染が生じた場の共通点を踏まえると，特に ①密閉空間 （換気の悪い
密閉空間である），②密集場所 （多くの人が密集している），③密接場面 （互い





いる。 （諮問委員会 4月 7日資料 （資料 3）  5頁） 
この原案では，「三つの密」とは「密閉空間」「密集場所」「密接場面」の 3条件のこ
とを指すのであって，それらが「同時に重なる」場を指すのではない。この点で，専門


















































 ・ 集団感染が生じた場の共通点を踏まえると，特に ①密閉空間 （換気の悪い
密閉空間である），②密集場所 （多くの人が密集している），③密接場面 （互い








































はしなかった。政府の関連ウエブページの当時の記録 （厚生労働省 4月 8日 Q＆ A ;  









 ・  3つの密が重ならない場合でも，リスクを低減するため，できる限り「ゼロ密」
を目指しましょう。

























































































の拡大を防止する ── の趣旨にも合致していた （田中 2020）。
現実には，日本モデルは感染拡大を防止できなかった。定義変更がおこなわれた 4月
7日までに感染は相当に広がり，政府は緊急事態宣言発出を余儀なくされていた。社会・
経済機能に大きな打撃をあたえる覚悟で，接触機会を 7割以上減らす目標 （対策本部 4



































































資料の一部は Internet Archive （http://web.archive.org） や国立国会図書館WARP （https://warp.da.ndl.go.jp） 
から取得した。それぞれ ［I］ ［W］のマークで示す。
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［厚生労働省 3月 1日広報資料］ 「新型コロナウイルスの集団感染を防ぐために」 https://www.mhlw.go.jp/
content/10900000/000602323.pdf 
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［厚生労働省 4月 9日 COVID-19サイト］ 「新型コロナウイルス感染症について」 https://www.mhlw.go.jp/stf/
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The Emergence and Modification of the Concept of “（Overlapping） Three Cs” : 
A Problem in Public Communication in Japan’s Coronavirus Disease  
（COVID-19） Response
Tanaka Sigeto
The concept of “three Cs” （situations characterized by three conditions of closed space with poor 
ventilation, crowding, and close contact with a short distance） has played an important role in 
Japan’s COVID-19 response.　The government and experts have employed this concept to guide 
people in avoiding such situations in order to prevent outbreaks.　To investigate the emergence and 
modification of this concept, the author traced government documents.　The findings were as fol-
lows.    （1） On February 29, 2020, the government, for the first time, appealed to the public to avoid 
places with the three overlapping conditions.　（2） On March 18, a new Japanese phrase was coined 
that was later translated as “the （overlapping） three Cs.”　（3） On April 1, experts defined the term 
as a place that satisfied all the three conditions.　（4） On April 7, the government modified the defi-
nition to include places with at least one of the three conditions.　（5） However, the government 
and experts have not explained the difference between the two definitions to the public.　（6） 
Rather, they insist that their policy on the need for avoiding these three conditions has been consis-
tent and unchanged.　Their conduct has led to miscommunication and misunderstanding among the 
public. 
